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6,930 
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1,621 1,695 1,857 

2,169 2,219 
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策定根拠 豊田市犯罪のないまちづくり条例（平成１８年条例第８０号）第１２条 
犯罪のないまちづくりに関する施策を体系的に推進していくため、防犯活動行動計画を策定する。

１ 計画期間 2025 年度～2027 年度（令和7年度～令和 9年度） 
２ 目 標  犯罪のない安心して生活することのできるまちづくりを目指し、 

刑法犯認知件数を再び減少に転じさせる（基準値：2,219 件（2024年）） 
※重点的に減少させる犯罪 ➡【住宅対象侵入盗】【自動車関連窃盗】【自転車盗】【特殊詐欺】

３ 基本方針  

４ 重点取組項目と推進事業 
基本方針 重点取組項目 主な推進事業

Ⅰ 地域防犯力の向上 
[評価指標] 
・防犯リーダー数↗ 
・防犯カメラ運用自治区数↗

１ 担い手の育成・創出  
２ 自主防犯活動の支援・促進 
３ 防犯環境整備の促進 
４ 関係機関との連携・協力

・防犯リーダー養成講座の実施【新規】 
・ながら防犯活動の促進【新規】 
・自治区向け防犯カメラ短期設置事業【新規】 

Ⅱ 防犯意識の醸成 
[評価指標] 
・無施錠被害率・件数↘

５ 施錠+１習慣の醸成
６ 子どもの防犯意識の醸成 
７ 高齢者の防犯意識の醸成 
８ 防犯情報の提供

・小・中・高生対象自転車施錠啓発【新規】 
・子どもの防犯教室（全校対象） 
・高齢者世帯訪問（全 75歳以上対象） 
・防犯アプリ「アイチポリス」導入促進【新規】

Ⅲ 犯罪の起きにくい 
環境づくり 
[評価指標] 
・市民の安心感↗

９ 防犯環境整備の推進 
10 巡回活動の強化 

・主要交差点等防犯カメラ整備 
・市営駐輪場の防犯環境整備 
・疑似パトによる青パト巡回【拡充】 

Ⅳ 犯罪被害者等の支援 11 支援体制の構築・支援 
12 市民への理解促進 

・犯罪被害者等見舞金の給付【新規】 
・犯罪被害を学ぶ講演・職員研修【新規】 

１ 目標の達成状況
【目標】計画最終年次に刑法犯認知件数を1,500 件以下 ▶ 2,219件 達成ならず

２ 重点取組項目の状況

３ 課題 
 第７次行動計画に至るまで継続してきた各種取組は、着実に犯罪の抑止につながってきたと考え 
るが、コロナ禍で落ち着いていた刑法犯認知件数はコロナ禍前と同等レベルに戻り、自転車盗や特 
殊詐欺等はそれを超えて増加している。防犯には自助、共助、公助のそれぞれが役割を認識し、三 
者が連携し一体となって取り組むことが重要であり、今一度それぞれの課題を踏まえた取組が必要 
である。また、新たな課題として、犯罪被害者等基本法に則った犯罪被害者等支援が求められている。
課題① 地域防犯力の向上 課題② 防犯意識の醸成 課題③犯罪の起きにくい環境づくり 課題④ 犯罪被害者等の支援
社会環境の変化により地
域の防犯活動の縮小化が
見られるが、必要不可欠。
これまでの取組に加えリ
ーダーの養成、気軽にでき
る防犯活動の促進、「地域
の目」を補完する防犯カメ
ラの効果的な設置を促す。 

住宅対象侵入盗・車上ねら
い・自転車盗ともに被害要
因は無施錠が最多。自分の
身は自分で守ることを基
本に、自身ですべき対策を
改めて啓発し、行動を促
す。 

犯罪に対する市民意識調
査で期待が大きかった防
犯カメラの設置推進、巡回
活動の強化を始め、犯罪の
抑止とともに市民の安心
感につながる「見せる防
犯」施策を推進する。

犯罪被害者やその家族が
受けた被害の回復・軽減を
図り、また、安全に安心し
て生活することができる
よう、支援体制を構築し支
援を行う。また、市民の理
解の促進を図る。 

基本方針 重点取組項目 評価指標の状況 
Ⅰ 地域防犯力の向上 １ 自主防犯活動の支援 

２ 担い手の育成 
３ 防犯環境整備の推進 

2022 年度 2023 年度 2024 年度
防犯ボランティア・ステッ
プアップ講座参加者数 125 人 116 人 88人 

防犯カメラ運用
自治区数 157 自治区 160 自治区 168 自治区

子どもの防犯教
室実施校 37校 30校 23 校 

高齢者訪問世帯数 9,192 世帯 9,131 世帯 9,280世帯

特殊詐欺認知件数※ 28件 45件 55件

無施錠 
被害率※

住宅侵入盗 35.2％ 53.7％ 48.0％

車上ねらい 78.9％ 76.7％ 61.3％

自転車盗 61.9％ 59.0％ 61.6％

Ⅱ 効果的な防犯啓発 
の推進

４ 子どもの防犯意識を醸成
５ 高齢者の防犯意識を醸成
６ 関係機関との啓発連携 
７ 施策の見せる化 

Ⅲ 安全・安心を脅か
す犯罪の抑止 ８ 巡回活動の強化 

９ 犯罪情報の迅速な提供 
10 特殊詐欺被害防止対策 
  の推進 
11 無施錠被害の削減 

第８次豊田市防犯活動行動計画の策定について【概要】
Ⅰ 計画の沿革

第6次 第７次

刑法犯認知件数の推移 

年

Ⅰ 地域防犯力の向上 
Ⅱ 防犯意識の醸成 
Ⅲ 犯罪の起きにくい環境づくり 
Ⅳ 犯罪被害者等の支援 【新規】

（参考）あいち地域安全戦略 2026 基本戦略 
Ⅰ 防犯意識の醸成と地域防犯力の向上 
Ⅱ 犯罪の起きにくい社会づくり 
Ⅲ 県民の安全・安心を脅かす犯罪への対策の推進
Ⅳ 犯罪被害者等に対する総合的かつ計画的な支援の実施

・推進事業 37事業、連携事業（庁内）28事業

第5次第4次第3次第2次第1次

1,020 1,145 1,339 1,350 
87 143 265 

328 
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その他刑法犯

凶悪犯

風俗犯

粗暴犯

知能犯

窃盗犯

（参考）第７次豊田市防犯活動行動計画（2022年度～2024年度）の実績

刑法犯認知件数は、2024 年に 2,219 件とな
り目標の 1,500 件以下を超える結果となった。 
包括罪種別にみると、窃盗犯、知能犯の２つ
が増加の大部分を占めた。 
身近な犯罪に焦点を当てると、自転車盗 456
件、自動車関連窃盗 182件、オートバイ盗87
件、特殊詐欺 55 件、住宅対象侵入盗 48 件が
認知され、これらは、住宅対象侵入盗を除き、
コロナ禍前の 2019年と比較しても増加した。

目標 1,695
1,857

2,169 2,219

Ⅱ 第８次豊田市防犯活動行動計画の概要

※は 1～12 月の数値



重点取組項目 推進事業
 １ 担い手の育成・創出支援 ① 防犯リーダー養成講座の実施【新規】

② 防犯ボランティア・ステップアップ講座の実施
③ 防犯功労者・団体表彰
④ ながら防犯活動の促進【新規】

 ２ 自主防犯活動の支援・促進 ⑤ 自主防犯活動用物品の支給
⑥ 青色防犯パトロール活動への支援
⑦ 犯罪のないまちづくり活動自主研修会への支援

 ３ 防犯環境整備の促進 ⑧ まちの防犯診断の推進
⑨ 防犯カメラ短期設置事業【新規】
⑩ 防犯設備整備費補助金制度

４ 関係機関との連携・協力 ⑪ 警察署と連携した啓発
⑫ 地域安全活動事業に関する協定（防犯協会への負担金）
⑬ 防犯ネットワーク会議構成団体間の連携
⑭ 安全なまちづくり市民大会
⑮ パートナーシップ協定締結事業者等との連携による啓発

５ 施錠＋１習慣の醸成 
⑯ 小・中・高生対象の自転車施錠啓発【新規】
⑰ 自転車・自動車・住宅の施錠+１（プラスワン）の対策啓発
⑱ 住宅の防犯診断

 ６ 子どもの防犯意識の醸成 ⑲ 新入学児童への防犯ブザー配付
⑳ 子どもの防犯教室

 ７ 高齢者の防犯意識の醸成 ㉑ 高齢者世帯訪問の推進
㉒ 高齢者団体への防犯講話
㉓ 特殊詐欺被害等防止機器購入費補助金制度

 ８ 防犯情報の提供
㉔「緊急メールとよた」による迅速な防犯情報の提供
㉕ ホームページ・広報・回覧による防犯情報の提供
㉖ 出前講座による防犯情報の提供
㉗ 防犯アプリ「アイチポリス」の導入促進【新規】

９  防犯環境整備の推進
㉘ 主要交差点防犯カメラの設置・管理
㉙ 市営駐輪場の防犯環境整備

１０  巡回活動の強化 ㉚ 通学路の青色防犯パトロール
㉛ 深夜の青色防犯パトロール（疑似パトによる巡回）【拡充】
㉜ 地域安全指導員による青色防犯パトロール
㉝ 広報車両による特殊詐欺被害防止等青色防犯パトロール

１１  支援体制の構築・支援 ㉞ 総合的対応窓口の設置【新規】
㉟ 犯罪被害者等見舞金の給付【新規】
㊱ 犯罪被害を学ぶ職員研修【新規】

１２ 市民への理解促進 ㊲ 市民向けの広報啓発【新規】

連携事業 関係課
① 地域課題解決事業の推進 地域交流課・各支所
② 防犯灯の設置及び管理の支援 地域交流課・各支所
③ 自治区の環境美化活動の支援 地域交流課・各支所
④ 防災行政無線と自治区放送設備、防災ラジオによる防犯情
報の伝達

防災対策課・地域交流課・各支所・（消）指
令課

⑤ 高齢者クラブとの連携による啓発 地域交流課
⑥ こども園・学校等の安全管理 保育課・学校教育課・学校づくり推進課
⑦ こども園・学校における危機管理マニュアル作成と訓練の
実施

保育課・学校教育課 

⑧ 緊急情報の共有化 保育課・学校教育課

⑨ 市民宛発送文書等や窓口での特殊詐欺被害防止の啓発 
市民課・介護保険課・国保年金課・福祉医
療課・債権管理課

⑩ 特殊詐欺予兆電話情報の共有化 介護保険課・国保年金課・福祉医療課
⑪ 民生委員との連携による啓発 よりそい支援課
⑫ 成年後見制度の利用支援による啓発 よりそい支援課
⑬ 地域包括支援センターによる啓発連携 高齢福祉課
⑭ 商店街等の街路灯・防犯カメラ等防犯設備設置補助 産業振興課
⑮ ごみ及びし尿収集車による「子ども 1１0番の車」活動 清掃業務課
⑯ 消費生活講座等での啓発 消費生活センター
⑰ 違反広告物の追放活動 建築相談課
⑱ 公園の安全管理 公園緑地課
⑲ 学校での安全教育の実施 学校教育課
⑳ スクールガード活動の推進 学校教育課
㉑ 通学路等の安全確保 学校教育課
㉒ 施設の安全管理 各施設管理課
㉓ 薬物乱用防止活動の実施 健康政策課
㉔ 更生保護活動の支援 こども・若者政策課
㉕ 総合評価方式で実施する入札における協力雇用主（保護観
察対象者等の雇用）への加算

契約課 

㉖ 再犯防止推進計画の推進 【新規】 地域包括ケア企画課
㉗ 孤独・孤立対策の推進 【新規】 よりそい支援課ほか
㉘ とよたデータボードを用いた刑法犯罪認知件数等の可視化
【新規】

情報戦略課 

Ⅲ 重点取組項目・推進事業 Ⅳ 連携事業（庁内）


